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研究成果の概要（和文）：カラーバリアフリーの研究が多くなされるようになった。しかし、色弱者が日常生活で困る
場面は依然として数多く残されている。そこで、本研究では、スマホで稼働する色覚異常者支援のアプリを開発した。
1つは、モノの色を識別し、その色名を文字で表示するアプリである。もう一つは、学習ツールとしてよく使われてい
る赤シートの機能を色弱者用にスマホ上で実現したアプリである。

研究成果の概要（英文）：A number of studies on color barrier-free have been done. However, there still 
remain many cases in which colorblind persons come up against difficult situations in daily life. 
Therefore, in this study we developed smartphone applications for supporting the colorblind. One is an 
application which identifies the color of a given object and displays its color name as text information. 
Another is an application which has the red-sheet feature, which is often used as learning tool for 
colorblind people.

研究分野：情報科学
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１．研究開始当初の背景 

色は情報伝達において重要な役割を果た

している．ところが，カラー表示は一般の

色覚の人の色の見え方だけを考えて設計さ

れる場合が多いため，色覚障害者が情報を

読み取れずに不便を感じるケースが増えて

いる．そのような中で，色覚障害者にも一

般の色覚者にも分かり易い表示を目指した

カラーバリアフリーが注目を浴びている．

しかし，地下点路線図や公共の案内板等で

は色覚障害者に一定の配慮し，改善は見ら

れるものの，色覚障害者が日常生活で真に

不自由している事柄を払拭するような画期

的なアプリケーションは未だ開発されてい

ないのが実情である。 

２．研究の目的 

本研究では，色覚障害者が日常生活で色

に関して困難を覚えるような問題を解決す

るアプリケーションの開発を目標とする．

具体的には，色弱者自身が生活空間での使

用することを主眼に置き，物体の色をシス

テム自身に判断させ，その色を文字として

出力するアプリケーションの開発，および

個人で手軽に扱える教育向け色覚異常者の

支援アプリケーションの開発を目的とする． 

３．研究の方法 

（１）開発環境 

実装環境を整えるのが容易でなおかつ個

人でも手軽に扱うことが可能な android上

で実行可能なアプリケーションの開発を行

うことにした． 

（２）色覚障害者の支援方法 

 色覚タイプの違いを問わず，より多くの

人に利用しやすい製品や施設・建築物，環

境，サービス，情報を提供するという考え

方であり，検討した結果，以下の 3つの方

法が有効であることが分った． 

① 見分け辛い配色をなるべく使用しない．

(例：明度に差をつける) 

② 色を見分けにくい人にも情報が伝わる

ようにする．(例：柄やアウトラインをつけ

る) 

③ 色を用いたコミュニケーションを可能にす

る．(例：色の名前を表示する，どの色覚タ

イプでも認識しやすい配色にする) 

（３）赤色の識別方法 

 赤の検出方法として以下の 4つが挙げられる． 

① RGB を HSV に変換して，hue（色相），

saturation（彩度），value（明度）を使う

方法 

② RGB成分の比率を使う方法 

③ 規準化した R成分を使う方法 

④ RGB成分の差を使う方法 

 

①の場合，赤は hueが 0であり，hueは明る

さに影響されないが，RGBから HSVに変換す

るのにやや時間が掛かる欠点がある．③の場合，

明るさの変動には強いが，R/(G+B)の比率を使

うのと等価であり，Gの強さを Bの弱さで補う

ことができ，抽出精度が低い欠点がある．④の

場合，赤味がかった明るい白を抽出してしまっ

たり，暗い赤を抽出できなかったりする欠点が

ある． 

 本来ならば生活空間での色の判断をするため

RGBよりも HSVに変換するのが望ましいが，

リアルタイムでの検出を考慮に入れ，上記の中

でデメリットの少ない②の RGB成分の比率を

使う方法を採用する． 

 

４．研究成果 

（１）色名表示アプリケーション 

①概要 

色覚異常の中でも多い赤緑色覚異常の色弱者

を対象とし，３．（２）の②に重点を置き，赤色

系統の色名表示アプリケーションの開発を行っ

た． 

具体的な動作は以下の通りである． 

 

① 画像の表示 

② ユーザによる画面のタッチ 



③ タッチ部分の座標の取得 

④ 取得した座標の色判定 

⑤ 色判定の表示 

⑥ ①に戻る 

 

②実行結果 

実行結果は以下の図1~4のようになった． 

 
図 1 サンプル画像による実行結果 1 

 

 
図 2 サンプル画像による実行結果 2 

 

 

図 3 生活空間の画像による実行結果 1 

 

 

図 4 生活空間の画像による実行結果 2 

 

③評価・考察 

サンプル画像と生活空間の画像を比較した結

果，サンプル画像での色の判断は生活空間の画

像での色の判断より出来ていた．さらに，生活

空間での使用を考えた場合，物体が光の反射な

どの影響で色が変化して見えている部分がある

ため，図 4のように同じ部分をタッチしている

つもりでも異なる結果が出てしまうことがある．

そのため，生活空間での使用を考えるのならば，

物体の領域を指定し，その部分の RGB 値を平

均したもので判断するように改善する必要があ

ると考えられる． 

 

（２）学習支援アプリケーション 

①概要 

開発したアプリケーションの処理の流れは以

下の通りである． 

① プログラムに入っている画像を bitmap

として読み込む 

② 画像の大きさの取得 

③ 画像から赤のピクセルを探索 

④ 最初に見つかった赤の位置を起点に次に

黒を見つけるまで探索 

⑤ 見つけたら赤の開始地点から赤の終わり

の地点と黒の地点の間までのピクセルを

黒にする 

⑥ 全ての探索と修正が終わればその修正後

の画像を表示する 

②実行結果 

作成したアプリケーションをいくつかの画像



を用いてエミュレーターで実行した．図 5

～7の左側が開発したアプリケーションに

よる編集をする前の画像で，右側が編集後

の画像となる． 

 

 
図 5 黒で赤を区切った場合の処理 

 

 

図 6 黒で赤を区切らない場合の処理 

 

 

図 7 赤の文字と黒の文字を含む画像の

処理 

 

③評価・考察 

学習ツールとして使われる赤シート機能

を色覚障害者向けに作り，赤シートの機能

は果たすことが確認できた． 

しかし，赤や黒の走査はピクセルごとな

ので少しでも赤や黒が入ってしまうと塗り

つぶしの部分が想定とは違うものなること

がある．その解決には複数のピクセルから

の平均値をもとに色の判定をする方法が有

効と考えられる． 
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